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（1）

法人会は東京都の「地球温暖化対策報告書制度」を推進しています

第
２
回
東
法

連
理
事
会
が
９

月
26
日
、
全
法

連
念
館
で
開
催

さ
れ
、
９
月
19

日
に
全
法
連
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
、
法

人
会
の
令
和
６
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る

提
言
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
役
員
賠
償

責
任
保
険
の
契
約
更
新
を
承
認
す
る
と
と

も
に
、
東
法
連
の
新
規
会
員
増
強
策
や
代

表
理
事
・
業
務
執
行
理
事
の
職
務
執
行
状

況
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

政
府・政
党・国
会
議
員・都・市
区
町
村

政
府・政
党・国
会
議
員・都・市
区
町
村

な
ど
に
対
し
積
極
的
な
提
言
活
動

な
ど
に
対
し
積
極
的
な
提
言
活
動

法
人
会
の
令
和
６
年
度
税
制
改
正
に
関

す
る
提
言
の
実
現
を
目
指
し
、
全
法
連
で

は
、
政
府
（
財
務
省
、
国
税
庁
、
総
務
省
、

中
小
企
業
庁
）
及
び
政
党
等
に
対
し
提
言

活
動
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
東
法
連
及
び

各
単
位
会
に
お
い
て
も
、
例
年
ど
お
り
地

元
選
出
の
国
会
議
員
、
都
知
事
、
都
議
会

議
長
、
区
市
町
村
長
、
同
議
会
議
長
に
対

し
て
積
極
的
な
提

言
活
動
を
行
う
。

ま
た
、
全
法
連
で

は
、
日
本
経
済
新

聞
に
提
言
内
容
の

概
要
を
盛
り
込
ん

だ
意
見
広
告
（
全

面
）
を
掲
載
す
る

と
と
も
に
、
10
月

18
日
の
法
人
会
全

国
大
会
群
馬
大
会

に
お
い
て
提
言
の

報
告
を
行
い
、
広

く
会
員
等
に
提
言
内
容
の
周
知
を
図
る
。

会
員
増
強
策・退
会
防
止
策
表
彰
を
継
続

会
員
増
強
策・退
会
防
止
策
表
彰
を
継
続

新
た
に
推
進
員・代
理
店
対
象
の
奨
励
策

新
た
に
推
進
員・代
理
店
対
象
の
奨
励
策

東
法
連
の
会
員
増
強
策
で
は
、
昨
年
度

よ
り
導
入
し
た
「
会
員
増
強
・
退
会
防
止

策
に
関
す
る
表
彰
」
を
本
年
度
も
実
施
す

る
。
ま
た
、
法
人
会
福
利
厚
生
制
度
協
力

３
社
の
推
進
員
・
代
理
店
等
の
会
員
増
強

に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
の
た
め
、

令
和
５
・
６
年
度
に
お
い
て
、
推
進
員
等

が
制
度
推
進
の
過
程
で
新
規
入
会
者
を
獲

得
し
た
場
合
、
１
件
５
千
円
を
奨
励
金
と

し
て
支
給
す
る
施
策
を
実
施
し
て
い
る
旨

の
報
告
が
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
報
告
事
項
と
し
て
、
改
正
電

子
帳
簿
保
存
法
の
施
行
に
合
わ
せ
、「
電

子
取
引
デ
ー
タ
の
訂
正
及
び
削
除
の
防
止

に
関
す
る
事
務
処
理
規
程
」
を
整
備
し
た

こ
と
、「
福
利
厚
生
制
度
加
入
企
業
拡
大

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
“Challenge100

”」
の

推
進
内
容
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
11
月
10
日
に
行
わ
れ
る
「
第
37

回
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
山
形
大
会
」

の
前
日
に
開
催
さ
れ
る
租
税
教
育
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
東
法
連
青
連
協
代

表
と
し
て
、
麻
布
法
人
会
青
年
部
会
が
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
日
は
、
理

事
会
の
席
上
で

同
青
年
部
会
が

予
行
演
習
を
披

露
し
、
よ
り
良

い
内
容
に
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

す
る
た
め
、
出

席
者
に
改
善
点

や
感
想
等
の
意

見
を
求
め
た
。

令
和
6
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
を
報
告

麻
布
法
人
会
青
年
部
会
が
租
税
教
育
プ
レ
ゼ
ン
を
実
演

東
法
連
理
事
会

税制改正提言の報告を受ける理事会

全国青年の集い山形大会に備え
プレゼンテーションを実演する麻布法人会青年部会

あいさつする
小林栄三会長
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法人会 青年部会は「財政健全化のための健康経営プロジェクト」に取り組んでいます

全
法
連
で
は
５
月
、「
自
主
点
検
チ

ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
改
訂
し
た
。

変
更
点
は
、分
冊
と
な
っ
て
い
た「
チ

ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」と「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
一
体
化
し
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
内
容
を
追
記
し
た
。
ま

た
、
点
検
項
目
に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
や

電
子
帳
簿
保
存
に
関
す
る
項
目
を
追
加

し
て
お
り
、
商
慣
行
の
変
化
を
踏
ま
え

「
手
形
」
に
関
す
る
項
目
を
削
除
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、点
検
項
目
は
84
項
目（
前

回
83
項
目
）、
入
門
編
は
42
項
目
（
前

回
40
項
目
）
と
な
っ
た
。

同
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
国
税
庁
、
日

税
連
の
協
力
に
よ
り
全
法
連
が
作
成
し

て
い
る
も
の
で
、
今
回
の
改
訂
で
も
両

者
に
協
力
い
た
だ
い
た
。

法
人
会
で
は
平
成
26
年
４
月
か
ら
全

国
的
に
普
及
に
取
組
ん
で
い
る
。
法
人

会
と
し
て
は
、
企
業
自
ら
が
企
業
の
税

務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
向
上
を
図
り
、

企
業
の
成
長
に
よ
っ
て
税
務
リ
ス
ク
の

軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。
全
法
連
で
は
、
決
算
法
人
説
明
会

等
の
各
種
研
修
会
に
お
け
る
周
知
等
、

積
極
的
に
本
事
業
に
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
と
し
て
い
る
。

チ
ェッ
ク
シ
ー
ト
の
意
義・目
的
を

解
説
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成

ま
た
、
全
法
連
で
は
、
改
訂
に
伴
い
、

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
意
義
・
目
的
等
を

解
説
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
経
営
者
の
ミ
カ
タ 

法
人
会
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」

を
作
成
し
た
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
は
、
自
主
点

検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
主
な
内
容
、
使

用
方
法
等
も
紹
介
し
て
お
り
、
研
修
会

冒
頭
で
の
利
用
を
前
提
と
し
て
い
る
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
収
録
内
容
は
、
全
法
連
の
Ｈ

Ｐ
（
全
法
連
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
で
も

公
開
し
て
い
る
。

そ
の
他
、「
㈱
ぎ
ょ
う
せ
い
」
か
ら
は
、

各
会
に
お
け
る
研
修
会
等
の
テ
キ
ス
ト

と
し
て
有
用
な
図
書
、「
中
小
企
業
経

営
に
役
立
つ
‼　

新
・
自
主
点
検
チ
ェ

ッ
ク
シ
ー
ト
」
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

東
法
連
各
委
員
会
は
委
員
改
選
後
初

の
委
員
会
を
全
法
連
会
館
で
開
催
し
た
。

８
月
30
日
に
は
組
織
委
員
会
を
開
催

し
、
前
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
単
位

会
に
対
す
る
「
会
員
増
強
策
・
退
会
防

止
に
関
す
る
表
彰
」
の
審
査
方
法
等
に

つ
い
て
審
議
し
た
。

ま
た
、
東
法
連
の
６
月
末
現
在
の
会

員
数
は
約
11
万
２
千
社
で
、
前
年
同
月

比
２
０
７
５
社
の
減
少
で
あ
り
、
令
和

４
年
３
月
以
降
、
２
千
社
台
の
減
少
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

“Challenge100

”

ブ
ロ
ッ
ク
別
推
進
策
検
討
会
議
を
開
催

８
月
31
日
に
は
厚
生
共
益
事
業
委
員

会
を
開
催
し
、全
法
連
が
推
進
す
る「
福

利
厚
生
制
度
加
入
企
業
拡
大
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
“Challenge100

”」
の
推
進
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
東
法
連
で
は
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
目
標
数
値
の
達

成
に
向
け
、
積
極
的
に
推
進
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
10
月

10
日
に
は
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
大
会

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
11
月
以
降
、

「
ブ
ロ
ッ
ク
別
推
進
策
検
討
会
議
・
報

告
会
」
を
順
次
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

９
月
６
日
に
は
広
報
委
員
会
を
開
催

し
、
税
を
考
え
る
週
間
に
お
け
る
Ｊ
Ｒ

線
、
確
定
申
告
期
に
お
け
る
都
営
地
下

鉄
線
の
電
車
内
広
告
等
に
つ
い
て
審
議

し
た
。
ま
た
、
例
年
行
っ
て
い
る
「
単

位
会
の
広
報
活
動
に
関
す
る
表
彰
」
に

つ
い
て
、
前
年
度
２
月
の
選
考
に
お
け

る
各
委
員
か
ら
の
意
見
に
基
づ
き
、
実

施
要
領
を
一
部
改
定
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

「
税
を
考
え
る
週
間
」協
賛
講
演
会
開
催

９
月
14
日
に
は
、
税
制
税
務
委
員
会

を
開
催
し
、
令
和
５
年
度
の
同
委
員
会

の
運
営
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、

法
人
会
の
令
和
６
年
度
税
制
改
正
要
望

と
り
ま
と
め
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、

詳
細
に
一
覧
表
を
も
と
に
説
明
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
税
制
関
連
事
業
と
し
て
、

10
月
23
日
に
「
税
を
考
え
る
週
間
」
協

賛
講
演
会
を
、
来
年
２
月
14
日
に
全
法

連
の
税
制
セ
ミ
ナ
ー
を
、
３
月
４
日
に

は
税
制
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

９
月
20
日
に
は
公
益
事
業
委
員
会
を

開
催
し
、
令
和
５
年
度
の
公
益
関
連
の

事
業
活
動
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も

に
、
各
会
で
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
や

「
自
主
点
検
チ
ェッ
ク
シ
ー
ト
」改
訂

改
選
後
初
の
委
員
会
開
催

東
法
連
各
委
員
会

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
な
ど
の
項
目
追
加

研修会等用テキスト
「新・自主点検チェックシート」
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総務委員会 組織委員会 税制税務委員会
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（3）

法人会 女性部会は「食品ロス」削減に取り組んでいます

検
討
中
の
事
業
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
新
し
い
事
業
と

し
て
フ
ー
ド
ロ
ス
対
策
の
活
動
を
検
討

し
て
い
る
こ
と
や
、
税
務
署
に
要
望
し

て
、
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
最
優
秀
賞
児
童
に
よ
る
１
日
税
務
署

長
が
実
現
し
た
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

９
月
21
日
に
は
総
務
委
員
会
を
開
催

し
、
東
法
連
全
体
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
単
位
会
に
配

賦
す
る
助
成
金
、
電
子
帳
簿
保
存
法
へ

の
対
応
、
単
位
会
に
対
す
る
東
京
都
の

立
ち
入
り
検
査
の
状
況
と
注
意
点
等
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

⑴掲出期間：  （下記 ア） 11月6日（月）～11月12日（日）１週間
  （下記 イウ） 11月9日（木）～11月15日（水）１週間
  （下記 エオ） 11月1日（水）～11月30日（木）１か月
⑵掲出場所： 車両内まど上　山手線はまど上チャンネル（動画）
⑶掲出路線： 
 ア． 山手線
 イ． 京浜東北線群（京浜東北線、根岸線、横浜線、南武線、鶴見線、

埼京線、りんかい線、常磐線）
 ウ． 中央線群（中央総武線各駅停車、
  中央線快速、京葉線、青梅線、
  五日市線、武蔵野線）
 エ． 湘南新宿ライン・上野東京ライン
  （宇都宮線・高崎線）
 オ． 常磐線中距離電車

委 員 長 松本　光史（江東東）
副委員長 穂保　康男（麹町）

河合　　洋（神田）
委　　員 宮本　武紀（四谷）

藤田　哲朗（小石川）
永井　重孝（上野）
中島　敏晶（品川）
矢島　友伸（中野）
松澤　和洋（荻窪）
加藤　芳信（練馬東）
橋本　修一（王子）
島貫　秀樹（荒川）
中山　雄司（江戸川南）
丸山　智正（江東東）
神田　康裕（八王子）
志水　哲也（町田）
大山　裕嗣（東村山）

委 員 長 齊藤　政二（大森）
副委員長 齋藤　明人（芝）

水島　隆明（荻窪）
委　　員 竹内　敬雄（麻布）

上村　直裕（上野）
須藤　　宰（浅草）
佐藤　啓一（大森）
豊田有一朗（雪谷）
澁澤　善武（蒲田）
雨宮　孝幸（渋谷）
川村　能正（中野）
菊池　雄一（練馬東）
本田　順一（足立）
黒沼　公雄（江戸川北）
吉岡　一三（青梅）
中村　勝宏（東村山 ）
宮下　真一（武蔵野）
小林　滋之（青連協・杉並）

委 員 長 青栁　晴久（四谷）
副委員長 横山　誠二（世田谷）

丸山　晶子（練馬西）
委　　員 清水　　努（京橋）

山口　拓男（四谷）
飯島　一郎（麻布）
染谷　孝雄（浅草）
渡瀨　丈史（北沢）
石井　伸二（玉川）
鏑木　敏嗣（目黒）
遠藤　正幸（荒川）
相臺　秀郎（足立 ）
篠原　裕一（葛飾）
糟谷　敏美（日野）
岡崎　隆司（町田）
川本　政宣（立川）
大前　勝巳（武蔵府中）
西山　和伸（青連協・向島）

委 員 長 清水　宏益（武蔵野）
副委員長 松下　和正（本郷）

野口アキラ（渋谷）
委　　員 田中　良一（神田）

清水　誠治（京橋）
河原　勢朗（浅草）
新井　秀治（品川）
矢野口智一（大森）
飯田　勇一（杉並）
須藤　康司（板橋）
小泉　裕克（豊島）
市川　貞弘（西新井）
樋口　敏郎（向島）
髙橋　昌伸（江戸川北）
溝呂木　真（江東東）
岩田　雅行（青梅）
後藤　慶太（日野）
冨澤　謙二（青連協・北沢）

委 員 長 竹ノ上藏造（芝）
副委員長 細田　　眞（日本橋）

善養寺大作（北沢）
委　　員 木村　暖子（芝）

志賀　吉典（上野）
寺田　次朗 （大森）
村田　宣政（玉川）
野村　浩嗣（荻窪）　
本橋章一郎（練馬西）
碓井　保邦（荒川）
矢島　大介（足立）　
宮崎　文幸（江東東）　
飯沢　宗光（八王子）
井上　泰徳（立川）
安藤　裕朗（武蔵野）
前畑　隆之（青連協・麻布）
中立由美子（女連協・上野）

委 員 長 髙橋　利充（練馬西）
副委員長 瀬谷　達郎（麹町）

松浦　政幸（玉川）
委　　員 宮城　邦弘（日本橋）

山中　一江（本郷）
冨坂　伸吾（上野）
堀切　克俊（目黒）
姫野　祐子（板橋）
月井　幸夫 （豊島）
関根　好恵（本所）
矢島　和夫（葛飾）
真山　明夫（江東西）
雨宮　克臣（日野）
玉山　真一（武蔵府中）
鈴木　　創（青連協・町田）
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法人会は「税に関する絵はがきコンクール」など様々な租税教育活動に取り組んでいます

玉
川
法
人
会
（
坂
東
義
治
会
長
）
で

は
、
同
会
の
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
に
、

今
年
度
か
ら
、
新
た
に
「
長
谷
川
町
子

美
術
館
長
賞
」
が
加
わ
っ
た
。
ま
た
、

同
館
長
は
玉
川
法
人
会
長
賞
や
玉
川
税

務
署
長
賞
な
ど
各
賞
の
審
査
を
行
う
審

査
委
員
に
就
任
し
た
。

長
谷
川
町
子
美
術
館
は
、『
サ
ザ
エ
さ

ん
』
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
漫
画
家

の
長
谷
川
町
子
氏
と
姉
の
長
谷
川
毬
子

氏
が
集
め
た
美
術
品
を
数
多
く
展
示
し

て
い
る
。
一
般
財
団
法
人
長
谷
川
町
子

美
術
館
の
職
員
の
方
が
玉
川
法
人
会
の

本
部
理
事
に
も
な
って
い
る
。
今
回
、
玉

川
法
人
会
が
是
非
協
賛
し
て
い
た
だ
き

た
い
旨
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
同
館
が
法

人
会
の
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
趣
旨
に

賛
同
し
て
実
現
の
運
び
と
な
っ
た
も
の
。

副
賞
は
、
同
館
か
ら
「
よ
り
ぬ
き
サ

ザ
エ
さ
ん
全
13
巻
」
と
と
も
に
、「
サ

ザ
エ
さ
ん
う
ち
あ
け
話
」
を
加
え
、
全

14
巻
が
贈
呈
さ
れ
る
。
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
の
応
募
数
は
コ
ロ
ナ
禍
で
は
減

少
し
そ
の
後
回
復
傾
向
に
あ
る
な
か
、

同
館
長
賞
が
出
来
た
こ
と
に
よ
り
、
同

法
人
会
で
は
、
小
学
生
の
間
で
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
関
心
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
高
ま
り
、
応
募
数
の
増
加
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

な
お
、
同
館
は
玉
川
税
務
署
の
広
報

の
一
環
と
し
て
、
確
定
申
告
に
関
す
る

情
報
な
ど
を
掲
載
し
た
ポ
ス
タ
ー
（
左

参
照
）や
チ
ラ
シ
へ
の「
サ
ザ
エ
さ
ん
」

の
４
コ
マ
漫
画
の
使
用
な
ど
、
税
に
関

連
し
た
各
種
の
取
組
に
協
力
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

税
の
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
に「
長
谷
川
町
子
美
術
館
長
賞
」

確
申
期
の
ポ
ス
タ
ー
に「
サ
ザ
エ
さ
ん
」ポ
ス
タ
ー
が
登
場

玉
川
法
人
会

令和4年分確定申告期ポスター（©長谷川町子美術館）


